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研究成果の概要（和文）：本研究は、教材・学習材としての”虫の音”を利用して、教育現場への応用を考える
ものである。野外で音源を採取し、それを基に小学校の現場や高校生対象の学習会等の場で活用し、一定の教育
効果を得ることができた。この成果は、主に童謡「虫の音」がどのように聞こえるのかを言語化する活動と、セ
ミ類やコオロギ類などの鳴き声を採取し、音声解析を行った後に活用したものに大別され、野外での鳴き声のパ
ターン（季節や時間帯、鳴く場所など）をまとめた鳴き声カレンダーの利用も含まれる。虫の鳴き声がどういう
音として聞こえるかを言語化する活動においては、虫の音の歌詞にあるように聞こえる場合と、違って聞こえる
場合があるようである。

研究成果の概要（英文）：Insect chirping sound as educational and study materials.

研究分野： 生物多様性科学、生物教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、近年身近な場所に触れることのできる自然とそこに棲む昆虫が少なくなったことに伴い、子どもたち
の虫や自然に対する興味関心が薄れていることに関連するものである。音楽教材の代表的な童謡、”虫の声”を
用いて、虫の鳴き声は実際にその歌詞にあるように聞こえるのか、実際の虫の声を録音して子どもたちが聞いて
みて言葉にしてみるとどうなるのか、そのような活動を実践していくことで、子どもたちが実際の虫を見ること
がなくても（虫が苦手な子どもでも）、虫の声を聞くことでその存在に気づき、身近な場所にも多様な生物が生
きていることに興味を惹かれ、ひいては生物多様性への興味関心が感化されるものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
 
１．研究開始当初の背景 
	 子どもたちや教員にとって大変身近である「鳴く虫」は、身近な都市環境においても大変

多様性が高く、その分類体系も未だ確立されていない。さらには、近年外来の鳴く虫が増え

ており、虫の鳴き声の多様性も把握がむずかしくなっている。一年を通した季節性を加味し、

鳴く虫の生態を調べ、その声を録音し、学校現場における教材として利用可能なものにする

ための基礎研究である。 
 
２．研究の目的 
	 近年、子どもたち（高校生や大学生を含む）の虫に対する興味・関心は薄れてきていると

思われる。身近な場所に虫が鳴くような自然がなくなってきたことも相まって、虫に対して

「知ってはいるが、実際には身近ではない」と感じることが今後、さらに多くなることが危

惧される。本研究は、初等・中等の現場において有効な昆虫の教材化を目指したものであり、

その成果の一部は、学校教員養成課程における大学生の昆虫に親しむことの意識を高める

ためにも有効に活用されると思われる。 
 
３．研究の方法 
	 本研究は、鳴く虫（昆虫類）の分類と生態を調べる基礎研究と、それを教材化する応用研

究に分けられる。基礎研究においては、神奈川県内の都市環境と里山環境における、鳴く虫

の分布と生態、鳴く時期を調べ、鳴く虫カレンダーを作成した。応用研究においては、基礎

研究で得られた成果を教材としてまとめて、音源資料やワークシートを作成し、それらの教

材を各地の小学校や中学校、高校、本学の講義において改訂を重ね、学会発表と論文の公表

として成果を公表した。	

	 調査場所は、教材化という実践の場を考慮して、横浜市保土ヶ谷区の横浜国立大学保土ヶ

谷キャンパス、鎌倉市内の森林公園、帷子川沿いの公園、相模川沿いの公園等を選定した。

この他に、県内の森林公園や河川敷、海岸林等においても調査を行なった。ただし、秋の鳴

く虫のほとんどは夕方から夜半に鳴くことが多いため、夜間でも街灯があり、安全に調査で

きる場所を選定した。成体や幼虫の調査は、草むらだけではなく、樹木上にも分布するので、

ビーティングネット（たたき網）を用いて採集を行なった。採集した成体は、飼育下で鳴き

声の音源採集を行う他、鳴き声を出す器官や聞く器官の観察も行なった。	

		教材化は、鳴き声カレンダーの作成とその活用、小学校における出前講義の場での利用、

鎌倉市図書館との連携事業の中での活用等で実践を繰り返し、教育効果を検証した。	

	

４．研究成果	

	 横浜国立大講内と鎌倉市内の神社仏閣周辺の里山林を中心に、多くの場所で鳴く虫の分

布、鳴く時間帯、季節等が明らかになった。それらをまとめた成果の一部は、日本生物教育

学会年会（於：東京学芸大学、平成 29 年１月）、「脱皮殻を用いたセミ科の分類と都市近郊

における 6 種の発生消長」（発表者；西	栄二郎・松尾香菜子）として発表された。また、こ

れらの教材開発の成果の一部は、日本生物教育学会年会（於：東京理科大学、平成 28 年１

月）、「鳴く虫の教材化の試み」（発表者；西栄二郎、田代瑞樹、松尾香菜子）、及び同学会（於：

熊本大学、2018 年１月）、「身近な鳴く虫の教材化、特に鳴き声カレンダーについて」（発表

者；西栄二郎・伊東眞由子・平野幸希・森田遥・松尾香菜子）として発表済みである。さら



に、セミ類やコオロギ類に関しての成果の一部は、“身近な鳴く虫の生態調査と鳴き声の教

材化”として公表されている（参考文献１）。	

	 教材化に関しては、虫の声を言語化する活動を中心に小学校の出前講義の際や高校生対

象の講義等の場で行なった。まず、子どもや現職教員に音(鳴き声)を聞いてもらい、その音

を紙に書いて表現する、という作業をしてもらった。その音は、童謡「虫の声」にあるもの

と、主に神奈川県内で録音したものを用いた。その後、他の子どもや教員の書いた音の表現

を見て、その音を真似ることができるかを試してもらった。カタカナ書きの音(鳴き声)の表

現にも多様性があり、濁点や小文字、ハイフンの使用法等も様々で、表現が一致することは

ほとんどなかった。また、他者が書いた音(鳴き声)の表現を真似るという作業もかなりの困

難を伴うことが明らかとなった。これらの活動を通して、子どもや教員が鳴く虫やその鳴き

声に興味をいだくことは明らかであるものの、その声を声の主（種名）とリンクして記憶し、

野外で実際に聞き分けることはさほど容易ではないと考えられる。詳細は、参考文献１、２

に掲載されている。	

		最終年度には、鎌倉市図書館との連携事業で、虫の音を利用した調べ学習と文献調査を実

施し、本研究の教材化についてその教育効果を検証した。鎌倉市図書館における地域連携事

業として高校生対象の講座を開催し、wikipedia に情報を掲載する活動と、そのための文献

調査、実際に虫の声がどう聞こえるのか、それを言語化できるのか、そのような研究がなさ

れているのか、などの情報をまとめ、web 上に掲載することで図書館における文献情報の価

値やその利用法までも広く普及できる可能性が示唆された。この活動やその教育効果につ

いては、”昆虫と自然”誌に掲載されている（参考文献２、３）。	

	 今後の展望として、これまでに得られた音源の有効活用と虫の音を聞いてそれを言語化

する活動の推進、それらを基にした身近な昆虫への興味関心の高まりを考慮しつつ、教育現

場での実践と図書館等の社会教育施設との地域連携も含めた活動を続けていきたいと考え

ている。	
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